
（12）の ぞ み令和元年６月１日

農地の売買・転用には
農業委員会等の許可が

必要です

　農業委員会は農業委員10名と農地利用最適化推進委員4名で荒廃農地の防止
対策や、遊休農地の解消、新規担い手への育成等の取組みを進めるために様々
な活動や取組を行います。
　今年度活動方針として農業委員会（14名）は以下の委員会（部会）に分かれ、
主体的に取り組みを実施する計画です。

◦農地委員会（委員長　相澤博文 推進委員）

　【メンバー】　農業委員：渡辺利正、樋口金也、斎藤元一
　　　　　　　推進委員：月岡武昭、石澤和博、斎藤静雄
　・農地パトロールの実施により農地の集積・集約化の成果を挙げる。
　・遊休農地対策として、地主との協議の機会を進める。
　・農地パトロールにタブレット端末の導入により農地の把握を進めるために

ＩТ整備を村に要望する。

◦振興委員会（委員長　桑原全利 農業委員）

　【メンバー】　農業委員　廣瀬秀勝、油科恵子、宮川一哉、島田裕水、
　　　　　　　　　　　　中村久美子、樋口秀孝
　・ふるさと納税に関する勉強会。
　・農業関係補助金制度の勉強会。
　・農業委員会と農業者と共同で先進地視察の実施。
　・農業者等との意見交換会を11月に実施。
　・米の販売について村の農政担当、農協、議員との懇談会の実施。

〈発 行〉
栄村農業委員会

〈編 集〉
農委編集委員会

No.84

栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

※タブレット端末を使った農地パトロール（写真：全国農業新聞より）

令和元年度の主な活動方針

　農地は自分の土地であっても、売買
する場合や、住宅新築など耕作以外の
目的に使用する場合は、農業委員会ま
たは長野県知事の許可が必要です。
　農地の売買、転用等計画のある方は、
お近くの農業委員か農業委員会事務局
にお早めにご相談ください。

　他の人の農地を借りて作付けした
り、自分の農地を他の人に貸す時は、
農業経営基盤強化促進法に基づく「利
用権設定」の届出が必要です。忘れず
に農業委員会へ届出をしてください。
　なお、届出の用紙は事務局にありま
すので、随時お問い合わせください。

農地の貸し借りの際には
農地利用権設定の届出を

お忘れ無く！



の ぞ み（13） 令和元年６月１日

年
に
小
滝
地
区
で
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
約

１
０
９
６
ア
ー
ル
の
水
田
の
う
ち
、
７
９
２

ア
ー
ル
を
集
積
・
集
約
（
72
％
）
し
、
機
構

へ
貸
し
付
け
を
し
、
小
滝
プ
ラ
ス
が
担
い
手

と
な
り
、
機
構
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
た
こ

と
で
小
滝
地
区
に
約
２
２
０
万
円
の
交
付
金

が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

③
ど
の
地
域
も
若
い
担
い
手
が
不
足
し
て
い

る
が
、
こ
の
懇
談
会
に
肝
心
な
若
い
人
が

来
な
く
残
念
で
あ
る
。
若
い
人
た
ち
も
積

極
的
に
話
し
合
い
の
場
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
次
の
世
代
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局
　
新
規
就
農
者
や
担

い
手
と
な
る
対
象
者
に
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

は
し
て
い
ま
す
が
集
ま
ら
な
い
。
若
い
人
が

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
考
え
た
い
。

　

新
緑
の
山
々
が
し
っ
と
り
と
し
た
濃
い

夏
色
に
変
わ
る
６
月
に
な
り
ま
し
た
。
里

山
の
田
圃
に
は
苗
が
整
然
と
植
え
ら
れ
、

水
面
が
輝
き
、
瑞
穂
の
国
ら
し
い
穏
や
か

な
里
山
が
広
が
り
ま
す
。

　

こ
の
５
月
か
ら
は
、
30
年
余
り
続
い
た

平
成
が
終
わ
り
新
し
い
令
和
が
始
ま
り
ま

し
た
。
皇
位
継
承
に
際
し
て
の
最
高
儀
式

で
あ
る
「
大
嘗
祭
」
に
収
め
ら
れ
る
稲
の

選
定
に
「
亀
ト
」
が
用
い
ら
れ
る
と
聞
き
、

古
代
中
国
の
検
証
さ
れ
た
最
古
の
殷
王
朝

の
占
術
が
日
本
に
生
き
て
い
る
事
実
に
愕

然
と
し
ま
し
た
。

　
「
大
嘗
祭
」
で
食
さ
れ
る
五
穀
の
象
徴

が
「
稲
」
で
あ
り
、古
代
よ
り
人
々
が
「
命

の
根
」
と
考
え
て
き
た
歴
史
の
重
み
が
あ

り
ま
し
た
。

　

稲
穂
の
国
で
は
、
神
が
人
々
に
五
穀
豊

穣
を
約
束
す
る
こ
と
が
国
家
案
寧
の
基
礎

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
国
の
土
地
と
気
候
に
育
て
ら
れ
た

作
物
を
食
べ
る
こ
と
が
、
こ
の
国
の
民
族

の
身
体
に
合
っ
た
食
事
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
食
料
自
給
率
を
上
げ
て
い
く
事
が
、

自
国
の
孤
立
を
守
り
、
民
族
の
命
を
繋
い

で
い
く
こ
と
だ
と
「
大
嘗
祭
」
に
教
え
ら

れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
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広
報
編
集
委
員
長　

油
科
恵
子

編

後

集

記

　

栄
村
農
業
委
員
会
で
は
村
内
の
農
業
者
と

の
意
見
交
換
会
を
栄
村
役
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
集
落
営
農
組
織
の
代
表
者
、
認
定
農
業

者
、
一
般
の
農
業
者
に
呼
び
掛
け
を
し
た
と

こ
ろ
、
農
業
委
員
を
含
め
29
名
の
参
加
者

他
、
長
野
県
北
信
地
域
振
興
局
か
ら
農
政
関

係
担
当
者
５
名
を
交
え
て
、政
策
要
望
な
ど
、

課
題
解
決
に
向
け
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
で
出
さ
れ
た
主
な
内
容
と
、
県

か
ら
の
回
答
・
意
見
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
月
岡
地
区
で
は
法
人
化
で
集
落
内
の
水
田

農
地
を
管
理
し
て
い
る
。
例
え
ば
農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
で
は
収

益
性
を
前
年
度
の
20
％
以
上
向
上
す
る
条

件
が
あ
り
、
国
の
全
て
の
制
度
は
前
年
度

の
数
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
し
な
い
と
事
業
対

象
に
な
ら
な
い
な
ど
、
山
村
地
域
に
お
い

て
は
不
条
理
な
条
件
が
多
い
。
こ
の
条
件

を
あ
る
程
度
緩
和
で
き
れ
ば
事
業
参
入
し

や
す
い
。
地
域
の
実
情
を
考
え
た
制
度
を

要
望
し
た
い
。

県
　
米
作
り
中
心
だ
け
で
は
非
常
に
厳
し

い
条
件
で
あ
る
と
思
う
。
緩
和
措
置
に
つ
い

て
は
県
庁
や
国
に
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、県
議
会
を
通
じ
国
に
挙
げ
る
方
法
等
、

色
々
な
と
こ
ろ
か
ら
意
見
を
挙
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

②
平
成
27
年
度
小
滝
集
落
で
は
合
同
会
社
小

滝
プ
ラ
ス
を
立
上
げ
て
農
地
中
間
管
理
機

構
を
活
用
し
農
地
の
集
積
を
行
い
※
地
域

集
積
協
力
金
の
交
付
を
受
け
集
落
営
農
が

守
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
事
例
を
出
し
て
、

他
の
集
落
で
検
討
す
る
際
に
、
以
前
は
良

か
っ
た
が
現
在
は
貸
し
手
と
借
り
手
が
一

緒
だ
と
協
力
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
実
際
は
ど
う
な
の
か
。

県
・
後
日
文
書
回
答

　

集
落
営
農
法
人
と
個
人
は
別
人
格
で
、
個

人
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
な
い
た
め
、
出
し

手
と
受
け
手
が
同
じ
で
も
交
付
可
能
で
す
。

平
成
31
年
度
は
一
部
制
度
の
改
正
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
ま
だ
分
か

り
ま
せ
ん
。

※
地
域
集
積
協
力
金
と
は

　

地
域
で
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
ま
と
ま
っ

た
農
地
を
貸
し
付
け
た
場
合
、
そ
の
地
域
に

対
す
る
支
援
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
平
成
27

平成31年２月20日

　農業者年金を受給されている皆様には毎年１回、現況
届の提出をお願いしています。
　独立行政法人農業者年金基金から郵送にて、受給され
ている皆様のお手元に現況届の提出案内が直接届けら
れますので、住所・氏名など必要事項を記入のうえ、６
月３０日までに農業委員会事務局へ提出してください。
（※また経営移譲年金を受給されている方は、経営所得
安定対策等への申請を受給者本人名義で申請をしない
ようご注意下さい。年金支給が停止される場合がありま
す。）

「農業者との意見交換会」開催

農業者年金を受給されている皆様へ


